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■ 基　本　方　針
○�　少子高齢化や核家族化の進行，人口減少，地域のつながりの希薄化など，社会を取り巻
く環境が大きく変化している中，地域で孤立してしまう高齢者や生活困窮者などに対し，
いかに支援していくかが大きな課題となっています。誰もが様々な生活課題を抱えながら
も住み慣れた地域で自分らしく暮らしていくためには，「地域共生社会」の実現をめざす
とともに，包括的な支援体制の構築が求められており，地域福祉の推進組織である社会福
祉協議会の役割はより一層重要なものとなっています。
○�　平成 27 年度に策定した「鹿屋市社会福祉協議会発展・強化計画」及び平成 28 年度に策
定した「第 2期鹿屋市地域福祉活動計画」に基づき，「市民誰もが安心して暮らせる健康
でぬくもりに満ちた福祉コミュニティの創造」の実現に向けて，地域福祉活動の推進に努
めてまいります。また，地域の社会福祉法人やボランティア等と協働した事業や活動を積
極的に進めてまいります。
○�　経営面においては依然として厳しい状況が続いており，法人運営の在り方を根本的に見
直す時期となっています。組織運営の在り方や，既存事業の見直し，介護保険事業等の効
率的な経営等に努め，事業・組織・財政との基盤強化を図っていく必要があります。
　�　本年度は，地域福祉推進の中核的な推進団体としての使命を再認識し，役職員等が一丸
となって地域福祉の向上を図るため，次の重点目標を掲げて事業を推進してまいります。

■ 重　点　目　標
１　社会福祉協議会の事業・組織・財政の基盤強化
２　�地域福祉活動の推進（我が事・丸ごと地域づくり推進事業，生活支援体制整備事業の推進）
３　�権利擁護推進センターの円滑な運営と高齢者等の権利擁護の推進
４　広報啓発活動等の充実　
５　�指定管理施設「市民交流センター福祉プラザ，輝北ふれあいセンター」の適正な管理運営
６　在宅福祉サービス事業の充実と効率的な運営

■ 事 業 実 施 計 画
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平成30年度　鹿屋市社会福祉協議会  会計収支予算

鹿屋市社会福祉協議会の組織

※円グラフの割合については，小数第２位を四捨五入して表示しております。

人件費支出
241,971千円
（56.5%）事業費支出

101,272千円
（23.7%）

事務費支出
31,177千円
（7.3%）

貸付事業支出
300千円
（0.1%）

助成金支出
10,175千円
（2.4%）

その他の活動支出
5,385千円（1.3%）

予備費
1,000千円（0.2%）

当期末支払
資金残高
36,179千円
（8.5%）

支出
（427,459千円）

会費収入
7,130千円
（1.7%）

寄附金収入
5,546千円
（1.3%）

経常経費
補助金収入
95,909千円
（22.4%）

受託金収入
131,315千円（30.7%）

貸付事業収入
302千円（0.1%）

事業収入
8,345千円（2.0%）

介護保険
事業収入
103,932千円
（24.3%）

障害福祉
サービス等
事業収入
26,592千円
（6.2%）

受取利息
配当金収入
76千円（0.0%）

その他の収入
392千円（0.1%）

その他の活動
による収入
10,000千円
（2.3%）

前期末支払
資金残高
37,920千円
（8.9%）

収入
（427,459千円）
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　鹿屋市社会福祉協議会（略して「社協」といいます。）では，“地域福祉の
主役である住民” と “地域福祉を推進する社協” が一体となって福祉のまち
づくりを行う上で欠かせない仕組みとして，会員制度を取り入れています。
　平成 30 年４月１日より，今までの会員制度を改めて，賛同していただけ
る市民・会社や事業所などを幅広く募っていくこととなりました。
　地域福祉を推進するうえで大切な財源です。
　どうぞ，市民のみなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

会員の種類 会　　費
一般会員（各世帯） 一 世 帯 年額　　300 円
団体会員（企業・団体及び施設等） 一口当たり 年額　3,000 円
特別会員（特に本会の趣旨に賛同して
いただける個人・団体・企業・施設等） 一口当たり 年額 10,000 円

Ｑ　会員って何？
Ａ　�社協の地域福祉活動に賛同し，財政面から

支えてくださる方です。会員になることは，
地域福祉活動に参加する方法の一つです。

Ｑ　会費は何に使っているの？
Ａ　�お寄せいただいた会費は，子育て支援事業

から高齢者支援事業，障がい者支援やボラ
ンティアの育成事業など様々な地域福祉活

動に活かされています。
Ｑ　会員になるにはどうすればいいの？
Ａ　�社協の窓口で，年間を通じて受付けています

のでお気軽にご連絡ください。また団体会員・
特別会員には会員の証として，今年度より「会
員の章」をお渡しすることになりました。

　　※�一般会員の会費は，各町内会を通してご
協力いただいております。

あなたも福祉のまちづくりに参加しませんか。
～社協会費にご協力ください～

ふくし

Vol.
1

　　今回から福祉の現場で活躍する皆様をご紹介していきます。　　

県介護技能コンテスト食事介助部門最優秀賞を
受賞しました！

鹿屋長寿園クリスマス会にて

【この仕事をはじめたきっかけは？】
　高校の時に祖母と一緒に住んで
いたことがあり，いろいろと話をす
るなかで高齢者と接することが好き
だなと思ったからです。

【仕事の内容は？】
　生活支援全般です。食事介助や
入浴介助，排せつ介助など。利用者
様の良き話し相手となるように心掛

けています。人と関わることで人の
温もりが感じられ「ありがとう」と
言われるとこの仕事をして良かった
と思います。

【みなさんに一言】
　若い世代の人にも介護の仕事に
興味をもってもらって，一緒に仕事
をしていきたいです！

スマイル
ワーカー

鹿屋長寿園
生 活 支 援 課  介 護 部 門
いきいきユニット介護職

市
いち

原
はら

  知
とも

佳
か

さん (22)
【趣味】�休日にバスケットをして 

体をリフレッシュすること

写真
Repor

t

4社協だより. 2018



鹿屋市ファミリー・サポート・センター

～あなたの子育て応援します～

●月曜日～金曜日（祝日を除く）

午前7時～午後7時 1時間あたり 600円

●上記以外 1時間あたり 700円

利用料金

★上の子の参観日，少し

の間下の子をみてもらえ

ないかなぁ

★産前産後，家の事を

手伝ってくれる人は

いないかなぁ

★保育園のお迎え

誰かに頼めない
かなぁ

★毎日は難しいけれど，

空いている時間に

子育ての応援を
したいなぁ

★ふれあうことで，

子どもからパワーを

もらいたいなぁ

利 用 会 員 サポート会員

会員は登録制です

●会員登録は無料です

●全国ファミリー・サポート・センター補償保険に加入します

※保険料はセンターが負担します

平成30年度ファミリー・サポート・センター講習会のご案内
第 1 回講習会	 平成30年 ５月22日（火） ９：30 ～ 16：00	 リナシティかのや２階
第 2 回講習会	 平成30年 ９月12日（水） ９：30 ～ 16：00	 リナシティかのや２階
第 3 回講習会	 平成31年 ２月中旬	 リナシティかのや２階
全体交流会	 平成30年 ９月21日（金）10：00 ～ 12：00	 リナシティかのや２階
フォローアップ講習会	 平成30年11月中旬	 リナシティかのや２階
お問合せ先　地域福祉課（ファミリー・サポート・センター）☎ 44-2277
※都合により変更する場合があります。

講　座　名 時　間 定員 場　　所 日　　程 回　数
おもちゃドクター養成講座 10:00～15:00 10名 ボランティア室 5/19 全1回

鹿児島弁講座 13:30～15:00 50名 情報研修室 5/15,5/23,5/29,
6/5,6/12 全5回

傾聴ボランティア養成講座 19:00～20:30 50名 情報研修室 7月下旬～8月下旬 全6回

音楽療法講座 13:30～15:00 各40名 情報研修室 9月下旬～11月上旬 全3回
（前期／後期）

健康づくり講座 13:30～15:00 50名 情報研修室 10月上旬～10月下旬 全5回
男性のための料理教室 10:00～13:00 12名 調理室・団体活動室 11月上旬～11月下旬 全5回
パソコン講座（ワード） 13:30～16:30 12名 パソコン学習室 7月上旬～7月中旬 全10回
パソコン講座（エクセル） 13:30～16:30 12名 パソコン学習室 9月上旬～9月中旬 全10回
パソコン講座（ハガキ作成） 13:30～16:30 12名 パソコン学習室 11月下旬 全4回

平成30年度リナシティかのや福祉プラザ講座のご案内
　平成30年度リナシティかのや福祉プラザでは，下記の講座の開催を予定しております。詳しくは，
社協だより等で案内いたしますのでご覧ください。多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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　鹿屋市社会福祉協議会ボランティアセンターでは， ボランティアをしたい方と，必要な方をつなげる
業務を行っています。また，ボランティアのための講座等も開催しています。
　「ボランティアをしたい」「ボランティアに来てほしい」と思ったら，ボランティアセンターにご相談
ください。

　ボランティアセンターでは，以下の講座やイベントの開催を予定しています。詳しくは，社協だより
等で案内いたしますのでご覧ください。

講　習　会 日　程 対象者 場　所
ジュニアボランティア研修会 ７月24日 小学４・５・６年生 リナシティかのや
サマーボランティア体験学習 ７月25，26，27日 中・高校生 市内の高齢者施設等

ボランティア入門講座 ８月下旬 一　般
リナシティかのやボランティアフェスティバル 10月21日 一　般

災害ボランティア養成講座 11月上旬 一　般
福祉体験出前講座の実施 随　時 町内会，学校，企業など

ジュニアボランティア研修会

施設等での慰問活動

介護施設等での食事
配膳やふれあいなど

サマーボランティア体験学習

高齢者サロン活動支援

災害支援

福祉体験出前講座

高齢者の見守り

募金活動

買物支援

スクールガード

ボランティアセンターの紹介

講座・講習会の案内

講座・講習会の風景
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ボランティア開始までの流れ

お問い
合せ先

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成30年度

〈SJNK17-16970　2018.1.9 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

ボランティアセンター情報を
ご覧ください

ボランティア登録者数

　鹿屋市ボランティアセンターでは，ボラ
ンティア登録団体の活動ＰＲ等，より身近
な情報を提供しております。ボランティア
情報の他に講座やイベントの情報も随時更
新しておりますので，興味のある方は鹿屋
市社会福祉協議会のホームページをご覧い
ただきご活用ください。また，携帯電話か
らも下記のＱＲコードから閲覧できます。

ホームページアドレス
http://www.kanoya
syakyou.jp

鹿屋市社会福祉協議会ボランティアセンター
鹿屋市大手町１番１号（リナシティかのや２階福祉プラザ内）　TEL0994-44-2244

個人：175名　 団体：40団体

活動の内容確認

ボランティア登録

ボランティア保険加入

活動開始！

ボランティアセンターに
問い合わせ

（右記ホームページからも確認できます）
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社 協 活 動 写 真 レ ポ ー ト ！

　３月８日から11日までの４日間，鹿屋市社会福祉会
館において，ふれあい・いきいきサロン展を開催しま
した。期間中，市内134 ヶ所のサロンからパッチワー
ク等の作品や楽しい活動風景の写真などを展示，新聞
紙で作るエコバッグやオリジナル封筒を作る講座も開
きました。来場者からは「初めてサロンを体験できた」
「サロンで使えるネタが増えた」等の声が聞かれました。

【ふれあい・いきいきサロン展】

市
内
の
１
３
４
ヶ
所

に
広
が
っ
て
い
ま
す

　３月１日，リナシティかのや情報研修室において，
権利擁護推進セミナーを開催しました。「青い鳥社
会福祉士事務所」代表の田中弘子氏をお招きし，「地
域で支える成年後見制度」と題してご講演いただき
ました。講演では市民として後見等の業務を適正に
担う市民後見人にふれられ，市民が互いに支え合う
仕組みを作ることの重要性について話されました。

【権利擁護推進セミナー】

地
域
で
支
え
る

成
年
後
見
制
度

　３月10日，輝北ふれあいセンターにおいて，輝
北福祉ふれあいフェスタを開催しました。第1部は，
鹿児島鍼灸専門学校付属鍼灸治療院院長の泊平八郎
先生による講話，第２部では，地域の皆さまによる
和太鼓や舞踊・歌謡などの披露がありました。輝北
地域で楽しい時間を過ごすことができ，良い交流が
図られました。

【輝北福祉ふれあいフェスタ】

輝
北
の
み
ん
な
が

笑
顔
で
交
流

　２月10日，リナシティかのや情報研修室において，
福祉講演会を開催しました。当日は，「県消化器が
ん検診推進機構代表理事」の草野健氏からご講演い
ただきました。毎日の食事が体の基礎を作り，一汁
二菜で充分である。また，昔ながらの郷土料理の素
晴らしさを説かれ，特にさつま汁は，栄養満点であ
ると話されました。

【福祉講演会】

長
寿
の
秘
訣
は

日
頃
の
食
生
活
か
ら

　１月24日，子育てサロン「愛らっこ」が開催され，鬼の
冠作り等の活動をしました。毎月子どもの成長を確認で
きる母子相談日に合わせて吾平保健センターで開催して
いるもので，お母様方の情報交換や息抜きの場にもなっ
ています。他にもリナシティかのやで「かのやっこ」輝北
ふれあいセンターで「てるぽっく」が開かれていますので，
子育て中の皆様はぜひ気軽に社協までご連絡ください。

【子育てサロン「愛らっこ」】

子
ど
も
の
成
長
を

地
域
で
支
え
る

　３月20日，リナシティかのやギャラリーにおいて，
高齢者元気度アップ・ポイント事業の登録者を対象
にフォローアップ研修会を開催しました。当日は，
市健康増進課の川越氏にご指導いただき「みんなで
出来る介護予防体操」について学びました。研修会
を通じて，登録者同士交流を深める良いきっかけと
なりました。

【高齢者元気度アップ・ポイント事業
フォローアップ研修会】

介
護
予
防
体
操
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
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新規採
用

職員の
紹介

地域福祉課主事 趣味・特技

江
え

並
なみ

 伸
しん

之
の

介
すけ

フットサル，カラオケ

ひとこと

４月に入職いたしました，江並です。
精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

左から社会福祉法人以和貴会
理事長・施設長　西丸　晴彦さん
ドライバー　　　川原園健一さん
法人事務局長　　原之園　誠さん 手作りのテープカットを全員で行いました！

ベトナム料理を紹介してくれました。ベトナム語で乾杯「ソーイ！」

くしら音頭を踊り交流を深めました！美味しそうなベトナム料理です！

　毎月 1 回，串良町白寒水公民館でサロン活動を行っている「したそっいき生き甲斐」（サロン名）は，
平成 13 年の設立で 17 年目を迎える長寿サロンです。参加者は 10 名弱で最高齢は 92 歳の男性です。
年を重ねるごとに公民館への行き帰りが大変になってきましたが，この度社会福祉法人以和貴会か
らサロン送迎のご協力をいただくことになり，平成 30 年 4 月 7 日（土）に出発式を行いました。
　また，当日はベトナムから大隅地区養まん漁業協同組合に来られている技能実習生の皆さんをお
招きして，ベトナム料理を振る舞っていただくなど交流を深め，楽しい時間を過ごすことができま
した。地域の多様な人々が参加することで，サロンの新たな可能性を感じる日となりました。

サロンの新たな可能性が広がる！
～「したそっいき生き甲斐」の取り組み～
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　住友生命保険相互会社鹿児島支社鹿屋支部様から
子ども用の車椅子（１台）を寄贈していただきました。
これまでは，大人用の車椅子のみを配備しておりま
したが，今回の寄贈により子どもにも，ちょうどよ
いサイズで車イスを使用することができます。無料
で貸出しておりますので，どうぞご利用ください。

住友生命保険相互会社鹿児島支社鹿屋支部　様

寿北小学校 様

鹿屋商工会議所 様

西　薗　タツミ 様

物品金品等寄贈（あたたかいご支援に感謝いたします）
平成29年12月26日～平成30年３月31日
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〇
〇
円

社
会
福
祉
法
人
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様

八
七
、四
二
五
円

鹿
屋
第
一

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様

四
七
、六
三
七
円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

鹿
屋
商
工
会
議
所 

様

一
二
八
、〇
〇
〇
円

九
州
北
部
豪
雨
義
援
金

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

鹿
児
島
支
社
鹿
屋
支
部 
様

車
椅
子
寄
贈

寿
北
小
学
校 

様

ア
ル
た
る
み
ず 

様

ふ
た
ば
保
育
園 

様

ペ
ッ
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ボ
ト
ル
プ
ル
タ
ブ
等
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集
・
発
行
／
社
会
福
祉
法
人
　
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

鹿
屋
市
大
手
町
一
番
一
号
　
T
E
L 

〇
九
九
四
︱
四
四
︱
二
九
五
一

〜 

編
集
後
記 

〜

　

社
協
だ
よ
り
第
四
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
寒

か
っ
た
冬
も
終
わ
り
暖
か
な
春
と
な
り
ま
し
た
ね
。

新
年
度
が
始
ま
り
、
心
機
一
転
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
た
い
も
の
で
す
。

　

春
は
出
会
い
の
季
節
と
言
い
ま
す
。
転
勤
等
で
新

し
く
鹿
屋
に
来
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
今
回
の
社
協
だ
よ
り
で
は
、
平
成

三
十
年
度
に
社
協
で
実
施
す
る
講
座
の
ご
案
内
や
子

育
て
に
関
す
る
事
業
を
載
せ
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味

が
あ
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
み
な
さ
ま
に
分
か
り
や
す
い
情
報
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
地
域
福
祉
課　
山
本
）

次回の社協だよりは平成30年７月の発行を
予定しています。

【本　　所】 �〒893-0009　鹿屋市大手町１番１号 
（リナシティかのや２Ｆ福祉プラザ内） 
☎0994-44-2951　FAX  0994-44-7757

【本所分室】 �〒893-0006　鹿屋市向江町29番２号 
（鹿屋市社会福祉会館内） 
☎0994-42-7188　FAX  0994-42-7355

【吾平支所】 �〒893-1103　鹿屋市吾平町麓2955番地1 
（湯遊ランドあいら敷地内） 
☎0994-58-8860　FAX  0994-58-8870

【輝北支所】 �〒893-0201　鹿屋市輝北町上百引2100番地1 
（輝北ふれあいセンター内） 
☎099-486-0777　FAX  099-486-1333

【串良支所】 �〒893-1602　鹿屋市串良町有里507番地1 
（串良ふれあいセンター内） 
☎0994-31-4400　FAX  0994-31-4401

５月は赤十字運動月間です
～あなたのやさしさを赤十字へ～

【口永良部島新岳噴火災害時の救護活動】 【救急法講習会】

　５月は，赤十字の人道的な
活動に賛同し，活動資金を拠
出していただく会員の増加を
図り，活動基盤の強化を推進
する期間です。運動月間中に
赤十字のボランティア・町内
会の方々が活動資金の募集や
会員加入の依頼のため，皆さ
まにご協力をお願いすること
がありますので，その際はご
協力くださいますようよろし
くお願い申し上げます。

日本赤十字社は，創立140年を迎えています！
　日本赤十字社の誕生を紐解くと，明治維新後の最大・最後の士族反乱「西南戦争」（明治 10 年）
にまでさかのぼります。熊本城での攻防や田原坂の戦いなど，激しい戦闘で死傷者が続出し，こ
れらの負傷者救護を敵味方なく行うため，元老院議官の佐野常民らを中心に設立されたのが，日
本赤十字社の前身「博愛社」です。現在，赤十字のネットワークは世界 191 ヵ国に広がり，紛争
や災害，感染症の拡大などの人道危機に対して，さまざまな支援を実施しています。

権利擁護推進センター
事務所移転のご案内

↓至寿

宮崎太陽
銀行 鹿屋幼稚園

安養寺

ＮＴＴ 至北田→

←至大姶良

社会福祉会館

　鹿屋市社会福祉協議会権利擁護推進センターは，更なる業務
の拡大等に対応するため４月９日に鹿屋市社会福祉協議会本所

（リナシティかのや福祉プラザ 2 階）から本所分室（鹿屋市社
会福祉会館内）へ事務所を移転いたしました。これまでと変わ
らぬご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 お問い合せ先 ☎ 0994-44-1968
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